様式４－１

2012年度　第1期
京都大学 学術情報メディアセンター

先端的大規模計算利用サービス 課題申込書
提出日：　　年　　月　　日
	利用期間
	2012年5月から

· 1年※ 　　□9ケ月　　□6ケ月　　□3ケ月

	システム
	· システムA 　　□ システムB

	計算機資源
	· 8ノード　　□12ノード　　□16ノード

	利用希望ソフトウェア
	□ RSS21　　　　(名称：        　　　　　　　　　　　　　　　　　   )  

□ 本センター提供（名称：             　　　　　　　　　　　　　　  ）  

□ 申込企業利用（名称：                                             ）

	利用形態
	大規模計算利用 


· 利用は年度単位となるため，2013年3月までの11ケ月となります
	□新規
	2012年度　第1期から　　年計画
	□継続
	平成　　年度　　期から　　年計画

	利用課題名
	

	課題責任者
	企業名
	

	
	フリガナ
氏　　名
	
	部署名
	
	職位
	

	
	連 絡 先
	住　所：〒
E-mail：
	TEL
FAX


＊企業名欄の押印は社判、法人代表者印、事業部長等の印　　
	連絡責任者
	フリガナ
氏　　名
	
	部署名
	
	職位
	

	
	連 絡 先
	住　所：〒
E-mail：
	TEL
FAX


· 連絡責任者には課題申し込みについての問い合わせに応じられる、実務担当者を記入してください。

· 本様式の変更はできません。

· 補足資料を付加することは可能ですが、Ａ４で１ページを上限としてください。
· 本申込でご記入いただいた個人情報につきましては、課題審査とシステム利用の目的にのみ利用いたします。

	受  付  番  号
	
	受付日
　　年　　月　　日
	受付印
	


	■利用計画全体の概要（目的・意義・必要性・計画を、それぞれの位置づけがわかるように記述してください。）
1） 利用目的（達成すべき目標を記述してください。また、利用課題募集要項にある
利用条件及び選定基準を満たすことを記述してください。）
2） 利用意義（対象分野との関連を記述してください。）
3） 必要性（研究開発リスクが高く、社会的・経済的インパクトが大きいなどの理由、を記述してください。）
4） 利用計画（利用を想定するＣＰＵ数、メモリ量、および計算時間について、利用計画と共に記入してください。）



	5） これまでの成果（本提案に関連する成果がない場合、本提案に関しこれまでに行ってきた検討結果などを
記述してください。継続の場合は特に、現時点までの利用成果が明らかになるように記述してください。）

6） その他の事項



	■本利用に関連して最近発表した成果のうち主なもの（ある場合は、記述してください。協力者のものを含みます。）



	著者名


	タイトル

	掲載誌等

	発表年月日



	
	
	
	


利用者には企業の社員（被雇用者）のみを記載し、共同研究者となる大学教員・研究所所員などは下の欄に別に記述してください。

	利

用

者

リ
ス
ト
	フ　リ　ガ　ナ
氏　　　　　名

（国籍：日本以外の場合）
	部署名
	電話番号
	メールアドレス

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	


申請課題の遂行にあたり、プログラムチューニング等のため大学教員の指導が必要であり、同一グループとして計算機利用申し込みを行う大学教員がいる場合には以下に記述してください。
	利

用

者

リ
ス
ト
	フ　リ　ガ　ナ
氏　　　　　名

（国籍：日本以外の場合）
	部署名
	電話番号
	メールアドレス

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	


· 本様式で全利用者が記載できない場合には、適宜、本様式を追加してください。
様式４－４において外国籍の利用者が含まれる場合にのみ、以下の項目を記述してください。
	外

国

人

利

用

者

リ
ス
ト
	氏　　　　　名
	国籍
	現居住地
	勤務年数

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	


印*








印
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